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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や

か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
、
市
政
運
営
お
よ
び
議
会
運
営

に
は
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
い
ま
だ
に
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
、
終
息
が
見
え
ず
、
皆
様
を

不
安
に
さ
せ
、
経
済
活
動
に
も
大
き
く
支
障

を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
を
一
変
さ
せ
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
ま
だ
ま
だ
油
断

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
新
し
い
生
活

様
式
と
し
て
基
本
的
な
感
染
予
防
対
策
を

し
っ
か
り
と
図
り
な
が
ら
、
社
会
活
動
を
再

開
す
る
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ
ナ
で
こ
の
難

局
を
共
に
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
国
や
県
の
支
援
策
と

と
も
に
、
仙
北
市
と
し
て
も
、
限
ら
れ
た
予

算
で
は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様
の
不
安
を
少
し

で
も
払
拭
で
き
る
よ
う
、
支
援
策
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

市
議
会
は
、
昨
年
の
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
か
ら
、
定
員
18
名
か
ら
２
名
減
の
定
員
16

名
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま

た
、
昨
年
10
月
に
は
市
民
の
皆
様
と
の
意
見

交
換
会
を
再
開
し
、
多
く
の
皆
様
の
意
見
を

伺
い
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
活
動
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
議
会
は
、
皆
様
の
多
種
多
様

な
多
く
の
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
議
員
一
人
ひ
と
り
が
資

質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
に
寄
り

添
い
、よ
り
身
近
な
、開
か
れ
た
議
会
と
な
り
、

市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

そ
の
責
任
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
も
、
是
非
、
本
会
議
や
、

委
員
会
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
き
、
議
会
で
議

論
さ
れ
た
経
過
を
踏
ま
え
、
自
ら
の
代
表
と

忌
憚
の
な
い
意
見
交
換
を
行
う
な
ど
、
積
極

的
に
議
員
と
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
皆
様
の

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
、
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
１
月
吉
日

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

仙
北
市
議
会
議
長

黒 

沢　

龍 

己

　第７回臨時会が 10 月 31 日に開催されました。燃料価格や物価高騰対策として全市民に５千円の商品券を
配付する事業費や、住民税非課税世帯と家計急変世帯へ６万円の支援金を給付する事業費などを盛り込んだ
令和４年度一般会計補正予算 ( 第８号 ) が審議されました。
　田口市長の市政報告では、田沢湖でリーフレタスの生産工場の建設を目指していた「ハレタス田沢湖が計
画を断念したことを明らかにしました。

第７回臨時会　可決された主な議案
◇令和４年度一般会計補正予算（第８号）　※全会一致で可決されました。
　・報告事項　専決処分第９号　市道の木に自動車接触による損害賠償金の支払い（5,500 円）
　・報告事項　専決処分第10号　公用車の民家網戸破損による損害賠償金の支払い（16,830円）

令和４年度一般会計補正予算(第８号)の主な事業
仙北市生活応援商品券事業費 １億 3,322 万円 全市民１人につき 5,000 円分の商品券配付
電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援
給付事業費 ２億 2,445 万円 住民税非課税＆家計急変世帯へ６万円給付

通知カード・個人番号カード関連事務費 314 万円 マイナンバーカード取得率向上のため要員増
仙北市原油価格高騰緊急経済対策補助金 △ 3,118 万円 申請が少なく減額補正

物価高騰対策として全市民に5,000円の商品券配付！
補正額３億2,963万3千円を可決 累計217億6,448万円

−第7回臨時会（10/31開催）−
一般会計補正予算(第８号)可決



仙北市議会だより3

　第８回定例会が 11 月 28 日から 12 月 16 日まで 19 日間の会期で開催され、原油価格高騰などで影響を受
けている介護保険施設や障害者支援施設への光熱費助成などを盛り込んだ令和４年度一般会計補正予算 ( 第
９号 ) や市職員の定年を 65 歳にする条例改正案、角館総合病院の精神病床を８床減らす条例改正案など、報
告関係２件、条例関係 12 件、予算関係９件、その他１件、指定管理者関係３件、人事関係１件の計 28 件が
審議され、すべての議案が全会一致で可決・同意されました。
　初日には、県人事委員会の勧告に伴う一般職の勤勉手当と特別職等の期末手当の改定に関する条例改正案
を可決し、雲沢財産区管理委員選任案に同意しました。
　最終日には、追加議案として、ふるさと納税の寄付が想定を超えたため、基金積立て４億円と、返礼品な
どの経費の増額２億 5,491 万円を盛り込んだ令和４年度一般会計補正予算 ( 第 10 号 ) と議員提出議案として、
医療・介護・保育・福祉の労働者の大幅な賃上げや介護保険制度の改善を求めるなどの意見書３件が提出され、
全会一致で可決されました。

市職員の定年が２年に１歳ずつ引き上げられ令和13年度には65歳に！
ふるさと納税の寄付金が好調！寄付金の基金積立金を４億円増額し16億円を見込む

一般会計補正額 ７億3,281万6千円を可決 累計224億9,729万6千円に

−第8回（11月）定例会−

■第８回定例会　可決・同意された議案　
■報告事項　専決処分第11号　堆肥センターの散布機が共

同アンテナの支柱破損による損害賠償金(176,000円)
■報告事項　専決処分第12号　田沢湖マラソン参加者の車

に看板が倒れた損傷による損害賠償金(139,909円)
◇県人事委員会勧告に伴う一般職の勤勉手当及び特別職、

病院管理者、議員の期末手当の改定関係条例（計４件）
◇仙北市職員の降給の事由に関する条例制定について 
◇仙北市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例

制定について
◇仙北市職員の懲戒の手続及び効果に関する条例の一部を

改正する条例制定について
◇仙北市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例等の

一部を改正する条例制定について
◇仙北市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する

条例制定について
◇仙北市公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一

部を改正する条例制定について
◇仙北市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例制定について
◇仙北市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する

条例制定について
◇令和４年度仙北市一般会計補正予算（第９号）・（第10

号）
◇令和４年度仙北市集中管理特別会計補正予算（第２号）
◇令和４年度仙北市国民健康保険特別会計補正予算（第２

号）

◇令和４年度仙北市介護保険特別会計補正予算（第２号）
◇令和４年度仙北市生保内財産区特別会計補正予算（第２

号）
◇令和４年度仙北市病院事業会計補正予算（第１号）
◇令和４年度仙北市温泉事業会計補正予算（第１号）
◇令和４年度仙北市水道事業会計補正予算（第１号）
◇令和４年度仙北市下水道事業会計補正予算（第２号）
◇秋田県及び仙北市における生活排水処理事業の運営に係

る連携協約の締結に関する協議について
◇公の施設の指定管理者の指定について（仙北市民浴場 

東風の湯→㈱おもてなしせんぼく）
◇公の施設の指定管理者の指定について（仙北市外町交流

広場→立町商店会）
◇公の施設の指定管理者の指定について（かたまえ山、

山の幸資料館、森林学習交流館→田沢湖自然体験セン
ター）

◇仙北市雲沢財産区管理委員選任につき同意を求めること
について（阿部雄咲 75歳）

【意見書】
〇議員提出議案第５号　安全・安心の医療・介護実現のた

め人員増と処遇改善を求める意見書
〇議員提出議案第６号　医療・介護・保育・福祉などの職

場で働くすべての労働者の大幅賃上げを求める意見書
〇議員提出議案第７号　介護保険制度の改善を求める意見

書

※全ての議案が全会一致で可決されたため議員賛否
表の掲載はありません
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私立保育所、介護保険施設、障害者支援施設に光熱費を助成！

補聴器購入の補助金を令和５年度実施に向けて準備中
質問　後期高齢者健康診査で聴力検査も実施して欲しい。また、補聴器購入時の補助について伺う。
答弁　後期高齢者健康診査については、高齢者医療の確保に関する法律に基づいており、聴力検査については検査項目に
指定されていない。補聴器購入時の補助金は、来年度実施に向けて準備中である。

にしき園への一般会計からの繰出金が昨年に続いての増額補正について
質問　一般会計からにしき園へ 2,675 万円の繰出金は、にしき園での利用者の減少が要因との説明があったが、にしき園
の入所待機者の現状と園内での対応策について伺う。
答弁　昨年度と同様にコロナ禍の影響を受けており、病院のクラスターや介護施設等の濃厚接触等により、病院や施設か
らの受け入れストップにより、入所予定者が入所できない事態が続いた収入減や、会計年度任用職員の退職により、職員
４名を採用した人件費の増額などにより、一般会計からの繰出金が必要になった。入所待機者は、11 月 30 日現在で 83
名いる。スムーズに入所できるための手続きのスピードアップを図り、一人でも多く１日でも早く入所できるように現場
の受入れ体制強化を図り、今まで以上に医療、介護、事務方の各部門が連携して、利用率を確実に向上させる努力をして
いく。

農業委員、農地利用最適化推進委員への交通費 ( 令和３年度分 ) 未払いについて
市長　農業委員、農地利用最適化推進委員の皆様が各種会議等に出席した際に支払う交通費を令和３年度に支払いしてい
ない事実が判明した。本定例会の補正予算で支払う。再発防止策として、１年分を一括して支払っていたが、毎月毎に支
払うこととし、職員相互にチェックする二重確認体制を徹底する。

市職員の定年を
65 歳に段階的に引き上げる

来年度から２年に１歳ずつ引き上げ令和13年には 65歳に

質問　定年が引き上げられることにより、新規採
用枠が減るなどの影響はないのか。
答弁　定年の延長は、少子高齢化が進み生産年齢
人口が減少している中で、複雑化する行政課題の
対応への観点から能力と意欲のある高齢期職員を
最大限活用しつつ、次の世代へ知識、技術や経験
を継承していくことが期待されている。一方で中
長期的な視点で職員の年齢構成を考えたとき新規
採用数も毎年一定程度必要である。定年延長によ
り採用枠に少なからず影響は出てくると思われる
が、新規採用についても計画的に進めていきたい
と考えている。

下水道事業運営について県と
仙北市が連携協約締結

官民出資会社を設立し、下水道に係る事務作業を補完

質問　現行の下水道事業のどのような業務がどうなることで、
どのようなメリットがあるのか。
答弁　連携協定を締結する業務は、経営戦略やストックマネ
ジメント計画の策定に関する事務、設計・積算、工事監督等
に関する事務、技術研鑽のための研修等に関する事務などで
ある。メリットは①経営戦略やストックマネジメント計画の
見直し等に関して全県の統一的な考えに基づいた実効性の高
いものになる。② DX を取入れ官と民で業務を効率化し、一
般企業よりも価格面でのメリットがある。
 ③技術職員が不足している市町村は、工事の設計・積算、工
事監督等をこの会社に委託することで公共施設の品質を維持
管理できる。

本会議・予算常任委員会での主な質疑

■令和４年度一般会計補正予算(第９号・第10号)の主な事業
一般農業委員会総務費（令和３年度の交通費） 31万円 農業委員及び農地利用最適化推進委員への未払い分

介護保険施設等物価高騰対策事業費 993万円 原油価格高騰等の支援策で介護保険施設への光熱費の助成

障害者支援施設等物価高騰対策事業費 74万円 原油価格高騰等の支援策で障害者支援施設への光熱費の助成

保育所等光熱費価格高騰対策事業費 310万円 原油価格高騰等の支援策で私立保育所への光熱費の助成

保育所等給食費価格高騰対策事業費 87万円 食料品価格高騰の支援策で私立保育所への給食費の助成

後期高齢者健康診査等事業費 △15万円 コロナ禍による出控え等による健康診査等の減少による減額

ふるさと仙北応援基金積立金 4億円 ふるさと納税の寄付額の見込みを４億円増額による積立金の増額

ふるさと納税ふるさと便事業費 2億5,491万円 ふるさと納税の寄付額増額による返礼品や送料の経費の増額

介護保険特別会計繰出金 2,675万円 にしき園における利用者減少等による一般会計からの繰出金の増額

下水道事業会計補助金 1,100万円 電気代高騰等による動力費の増加などによる補助金の増額



こ
こ
が
聞
き
た
い
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8
人
の
提
言

合
っ
た
支
援
額
に
減
ら
す
べ
き
」

と
回
答
さ
れ
た
方
が
最
も
多
く
、

約
56
％
だ
っ
た
。
一
方
で
「
支
援

を
続
け
る
べ
き
」
が
約
27
％
、「
支

援
を
打
ち
切
る
べ
き
」
が
17
％
と

い
う
結
果
だ
っ
た
。
今
後
は
、
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
地
元
住
民

の
声
を
踏
ま
え
て
関
係
機
関
と
協

議
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　

過
去
に
損
失
補
填
の
負
担

軽
減
策
と
し
て
減
便
等
の
検
討
は

あ
っ
た
か
、
ま
た
、
株
主
総
会
で

４
者
合
意
の
在
り
方
を
議
論
さ
れ

た
こ
と
が
あ
っ
た
か
伺
う
。

答
弁　

減
便
等
の
検
討
に
つ
い
て

は
、
４
者
合
意
書
で
は
、
経
常
損

失
額
目
標
を
達
成
で
き
な
い
場
合

に
は
、
運
行
本
数
の
削
減
等
を
行

う
こ
と
が
出
来
る
と
な
っ
て
お

り
、
昨
年
、
利
益
実
績
の
乏
し
い

秋
田
内
陸
線
の
市
民
意

識
調
査
に
つ
い
て

質
問　

市
民
意
識
ア
ン
ケ
ー
ト

は
、
仙
北
市
独
自
の
も
の
か
、
ま

た
、
対
象
者
を
１
，
５
０
０
人
と

し
た
理
由
は
何
な
の
か
、こ
の
先
、

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
議
論
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
伺
う
。

答
弁　

今
後
の
内
陸
線
と
の
適
正

な
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
い

う
こ
と
で
仙
北
市
独
自
で
実
施
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
あ
る
。　

　

対
象
者
を
１
，
５
０
０
人
と
し

た
理
由
は
、
令
和
４
年
10
月
１

日
現
在
の
人
口
か
ら
許
容
誤
差

５
％
、
信
頼
度
95
％
と
し
８
０
０

程
度
の
サ
ン
プ
ル
数
が
必
要
で

あ
り
、
回
収
率
を
50
％
と
し
１
，

５
０
０
人
と
し
た
。集
計
の
結
果
、

「
支
援
を
続
け
る

べ
き
」「
仙
北
市

民
の
乗
車
実
態

や
観
光
誘
客
効

果
に
見
合
っ
た

支
援
額
に
減
ら

す
べ
き
」「
支
援

を
打
ち
切
る
べ

き
」
の
３
択
の

回
答
の
う
ち
、

３
地
区
と
も
に

「
仙
北
市
民
の
乗

車
実
態
や
観
光

誘
客
効
果
に
見

管
理
に
活
用
し
て
い
る
。
令
和
元

年
か
ら
配
分
さ
れ
て
い
る
譲
与

税
に
つ
い
て
、
情
報
共
有
を
図
っ

た
と
こ
ろ
、
現
段
階
で
は
配
分
見

直
し
の
情
報
は
な
い
と
い
う
回

答
だ
っ
た
。

　

意
向
調
査
後
、
林
業
経
営
が
見

込
ま
れ
な
い
森
林
に
つ
い
て
は
、

仙
北
市
森
林
整
備
計
画
に
基
づ

い
て
間
伐
等
の
管
理
に
つ
い
て

西
木
地
区
を
中
心
に
行
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
５
月
に
仙
北

市
森
林
環
境
贈
与
税
検
討
会
を

設
立
し
、
譲
与
税
の
使
途
に
つ
い

て
の
検
討
、
近
隣
の
動
向
を
見
な

が
ら
仙
北
市
の
事
業
に
つ
い
て

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
り
、
仙
北
市
と

し
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
現
在

作
成
中
で
あ
る
。

半
農
半
Ｘ
に
つ
い
て

質
問　

半
農
半
Ｘ
と
は
、
自
分
の

仕
事
を
続
け
な
が
ら
農
林
漁
業

に
従
事
す
る
兼
業
の
形
だ
が
仙

北
市
で
も
、
農
地
、
空
き
家
な
ど

の
活
用
を
含
め
て
検
討
し
て
は

ど
う
か
。

答
弁　

空
き
家
に
は
農
地
付
も

多
く
、
移
住
者
は
、
農
作
業
等
に

興
味
あ
る
率
も
高
く
、
一
つ
の
材

料
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
中
村 

和
彦 

記
）

便
を
減
便
し
た
が
、
少
数
で
あ
り

経
常
損
失
額
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

内
陸
線
は
、
車
輛
や
鉄
道
敷
の

維
持
管
理
、
運
行
費
用
は
年
間
約

５
億
円
と
莫
大
と
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
多
少
の
減
便
で
は
収
支

の
改
善
の
効
果
が
表
れ
に
く
い
経

営
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
22

年
に
締
結
さ
れ
た
４
者
合
意
に
つ

い
て
は
、
当
面
の
間
と
い
う
表
現

に
よ
る
無
期
限
で
あ
り
、
前
市
長

を
含
め
株
主
総
会
、
幹
事
会
な
ど

で
４
者
合
意
の
具
体
的
な
内
容
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
議
論
さ
れ

た
こ
と
は
な
い
と
認
識
し
て
い

る
。

　

仙
北
市
民
に
と
っ
て
今
後
の
公

共
交
通
の
あ
る
べ
き
姿
を
積
極
的

に
模
索
し
て
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。森

林
保
全
に
つ
い
て

質
問　

国
で
は
森
林
環
境
譲
与
税

の
配
分
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る

よ
う
だ
が
、
現
段
階
で
情
報
は
あ

る
か
。
ま
た
、
森
林
所
有
者
へ
の

意
向
調
査
を
実
施
し
た
が
、
こ
の

先
の
活
用
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

現
在
は
、
国
の
予
算

５
０
０
億
円
の
内
、
仙
北
市
に
は

約
７
，
２
０
０
万
円
の
交
付
金
を

受
け
て
お
り
、
主
に
個
人
や
法
人

の
所
有
す
る
私
有
林
、
人
工
林
の

市長 市民にとって使い勝手の良い、
暮らしやすい公共交通を目指す

蒼生会 武 藤 義 彦 議員

秋田内陸線、
今後の支援の在り方はどうなるのか

■毎年決算赤字額の 1/4 を仙北市が負担し
ている秋田内陸線をどうするのか
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防
災
士
の
育
成
に
つ
い
て

質
問　

県
が
進
め
る
防
災
士
の
養

成
に
対
し
、
市
の
計
画
を
伺
う
。

答
弁　

来
年
度
か
ら
始
ま
る
県
の

自
主
防
災
力
強
化
事
業
に
お
い
て

市
か
ら
２
名
推
薦
し
、
受
講
者
に

対
し
て
教
材
費
や
受
験
料
等
の
補

助
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

防
災
士
取
得
後
の
活
動
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

答
弁　

自
主
防
災
組
織
が
未
結
成

の
町
内
会
な
ど
に
対
し
て
、
結
成

促
進
の
働
き
か
け
を
行
い
結
成
を

支
援
す
る
と
共
に
、
防
災
教
室
な

ど
へ
派
遣
し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支

援
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
活
動
し
て

も
ら
う
。

質
問　

防
災
士
を
今
後
何
名
ま
で

増
や
し
て
い
く
か
。

答
弁　

大
仙
市
の
例
で
は
１
５
０

人
の
防
災
士
を
育
成
し
た
こ
と
か

ら
、
人
口
規
模
を
比
較
し
適
正
な

比
率
で
の
取
得
を
目
指
し
て
い

く
。

質
問　

自
主
防
災
組
織
の
推
進
に

対
す
る
計
画
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
。

答
弁　

現
在
市
内
に
37
自
主
防
災

組
織
が
結
成
さ
れ
て
お
り
、
結
成

率
は
15
％
と
低
い
こ
と
か
ら
令
和

７
年
度
ま
で
結
成
率
30
％
を
目
標

と
し
、
防
災
士
の
資
格
取
得
者
が

る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
県
と
共
同

の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
券
に

つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら
お
む

つ
、
お
し
り
ふ
き
、
ミ
ル
ク
等
も

対
象
サ
ー
ビ
ス
に
追
加
で
き
る

よ
う
に
、
利
便
性
向
上
に
向
け
た

検
討
を
す
る
。

質
問　

予
防
接
種
終
了
後
の
会

計
時
に
申
し
出
る
と
、
サ
ポ
ー
ト

券
の
使
用
が
で
き
な
い
と
い
う

話
を
聞
い
た
が
、
今
後
ど
の
よ
う

に
改
善
し
て
い
く
か
。

答
弁　

医
療
機
関
で
は
受
付
時

に
サ
ポ
ー
ト
券
の
利
用
を
申
し

出
な
け
れ
ば
利
用
で
き
な
い
事

例
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
そ
の
記
載

が
な
い
た
め
発
生
し
た
。
こ
の
よ

う
な
不
憫
が
生
じ
な
い
よ
う
に

注
意
書
き
を
記
載
す
る
な
ど
し

て
改
善
し
て
い
く
。

（
澤
田 

雅
亮 

記
）

る
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
市

単
独
事
業
の
在
宅
子
育
て
サ
ポ
ー

ト
を
廃
止
し
、
よ
り
利
便
性
の
高

い
育
児
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
来

年
度
よ
り
開
始
し
、
現
金
給
付
に

切
り
替
え
る
こ
と
を
検
討
し
て
い

る
。

質
問　

こ
の
事
業
に
対
し
、
利
用

で
き
る
店
舗
、
施
設
の
詳
細
が
記

載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
わ
か
り
に
く

い
こ
と
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

ス
マ
ホ
等
で
確
認
で
き
る

よ
う
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
セ

グ
メ
ン
ト
配
信
に
掲
載
し
、
利
便

性
を
改
善
し
て
い
く
。

質
問　

お
む
つ
、
お
し
り
ふ
き
、

粉
ミ
ル
ク
、
離
乳
食
な
ど
、
毎
日

使
う
も
の
に
も
利
用
で
き
な
い

か
。

答
弁　

現
金
給
付
に
す
る
こ
と
で

利
用
者
の
利
便
性
改
善
に
つ
な
が

結
成
支
援
や
活
動
が
停
滞
し
て

い
る
組
織
に
対
し
、
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
し
て
活
性
化
の
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

質
問　

避
難
所
開
設
に
あ
た
り

検
温
な
ど
の
感
染
対
策
が
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
改
善
し
て
い
く
の
か
。

答
弁　

今
後
避
難
所
開
設
の
際

は
、
確
実
に
非
接
触
型
の
検
温

器
や
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
備

え
る
な
ど
、
避
難
さ
れ
る
方
へ

不
安
を
与
え
な
い
よ
う
に
対
策

を
行
う
。

子
育
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
支

援
事
業
と
在
宅
子
育
て

サ
ポ
ー
ト
事
業
に
に
つ

い
て

質
問　

ど
ち
ら
の
事
業
も
交
付

額
よ
り
精
算
額
が
低
く
、
交
付

さ
れ
た
１
万
５
，
０
０
０
円
の

サ
ポ
ー
ト
券
を
使
い
切
れ
て
い

な
い
現
状
に
つ
い
て
市
の
見
解

を
伺
う
。

答
弁　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

券
に
つ
い
て
は
年
度
途
中
で
交

付
す
る
た
め
、
有
効
期
限
ま
で

の
期
間
が
短
か
っ
た
場
合
や
、

市
外
転
出
に
よ
り
対
象
外
と
な

る
等
の
原
因
が
考
え
ら
れ
る
他
、

取
り
扱
い
店
舗
、
サ
ー
ビ
ス
が
限

ら
れ
て
い
る
た
め
利
用
し
づ
ら

い
事
も
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ

西 宮 三 春 議員

市長 防災士の育成を進める
来年度より新たな育児応援プロジェクトを立ち上げる

防災力の向上と子育て支援政策の見直しを！

■現金での給付が検討されている子育て
サポート券
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スペース・イオとは…不登校であるが、進学を希望する中学生に、安心して過ごせる「心の居場所」
を提供して学習指導を行い、学校への復帰にもつなげる施設。角館高校定時制校舎内にある。

用語
解説
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人
の
提
言

市長 改善できるという自信を持って取り組む

中 村 和 彦 議員

不
登
校
児
・
別
室
登
校

児
の
対
応
に
つ
い
て

質
問　

小
・
中
学
校
の
現
状
と
、

ど
の
よ
う
な
指
導
、
学
習
を
行
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
保
護
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

不
登
校
は
小

学
校
で
３
名
、中
学
校
で
16
名（
内

３
名
は
別
室
登
校
）
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
全
国
的
に
増
加
傾

向
に
あ
る
。
本
人
及
び
保
護
者
と

は
、
家
庭
訪
問
や
電
話
連
絡
に
よ

り
、
状
況
を
確
認
し
つ
つ
学
校
と

の
繋
が
り
を
保
つ
と
共
に
、
学
習

に
つ
い
て
も
個
別
に
対
応
し
て
い

る
。

質
問　

ス
ペ
ー
ス
・
イ
オ
の
活
用

状
況
に
つ
い
て
は
ど

う
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

学

校
に
登
校
で
き
な
い

生
徒
や
学
校
と
併
用

し
て
活
用
し
て
い
る

生
徒
が
７
名
在
籍
し

て
い
る
。
指
導
員
３

名
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
配
置
さ
れ
、
個
々

に
指
導
・
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
７
名
全
員

が
進
学
を
目
指
し
て

い
る
。

和
３
年
度
か
ら
通
常
空
き
家
も

上
限
20
万
円
の
解
体
補
助
を
実

施
し
た
こ
と
で
、
解
体
件
数
が
増

加
し
て
い
る
。
解
体
補
助
や
空
き

家
バ
ン
ク
登
録
な
ど
を
広
報
に

掲
載
し
た
り
、
固
定
資
産
税
の
納

税
通
知
書
に
チ
ラ
シ
を
入
れ
る

な
ど
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

令
和
５
年
度
当
初
予
算

に
つ
い
て

質
問　

予
算
の
基
と
な
る
歳
入

の
確
保
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
。

答
弁　

実
質
的
交
付
税
は
削
減

の
見
込
み
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
強
化
、
事
業
者
の
財
政
状
況

改
善
に
よ
る
市
税
増
収
、
遊
休
資

産
の
売
却
、
特
別
会
計
の
収
支
改

善
な
ど
に
よ
り
歳
入
の
確
保
に

努
め
た
い
。

質
問　

起
爆
剤
と
な
る
よ
う
な

政
策
で
、
明
る
く
、
楽
し
く
、
元

気
な
仙
北
市
に
な
る
よ
う
な
、
市

長
就
任
２
回
目
の
予
算
編
成
に

対
す
る
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

起
爆
す
る
た
め
の
火
薬

を
買
う
お
金
を
た
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
市
税
等
の
確
保
、
遊

休
資
産
の
処
分
、
す
べ
て
の
事
業

見
直
し
に
よ
る
支
出
抑
制
と
効

率
性
の
高
い
事
業
の
実
施
に
よ

り
財
政
状
況
を
改
善
す
る
。

（
高
橋 

輝
彦 

記
）

質
問　

職
員
の
日
直
業
務
に
つ
い

て
委
託
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

待
遇
等
の
改
善
に
よ
り
採
用
試
験

の
競
争
率
が
20
倍
に
も
50
倍
に
も

な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
職
場
に
し

て
欲
し
い
。

答
弁　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

な
ら
な
い
よ
う
に
慎
重
に
検
討
し

た
い
。
私
も
多
く
の
若
者
が
憧
れ

る
よ
う
な
職
場
の
ト
ッ
プ
で
あ
り

た
い
し
、
今
後
の
様
々
な
取
り
組

み
で
改
善
で
き
る
と
い
う
自
信
を

持
っ
て
い
る
の
で
、
も
う
少
し
の

猶
予
を
い
た
だ
き
た
い
。

空
き
家
及
び
倒
壊
家
屋

の
対
策
を

質
問　

仙
北
市
内
に
は
空
き
家
、

倒
壊
寸
前
の
家
屋
、
す
で
に
倒
壊

し
て
い
る
家
屋
が
い
た
る
と
こ
ろ

に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

空
き
家
は
４
８
４
戸
。内
、

危
険
老
朽
空
き
家
は
42
戸
で
あ

る
。
危
険
な
空
き
家
は
職
員
が
定

期
的
に
巡
回
し
て
お
り
、
所
有
者

に
対
し
て
、適
切
な
管
理
を
助
言
・

指
導
し
て
い
る
。

質
問　

空
き
家
解
体
の
補
助
金
等

を
紹
介
す
る
な
ど
し
て
、
早
め
に

解
体
す
る
よ
う
助
言
・
指
導
し
た

ら
ど
う
か
。

答
弁　

危
険
老
朽
空
き
家
の
上
限

50
万
円
の
解
体
補
助
に
加
え
、
令

仙
北
市
職
員
の
待
遇
改

善
に
つ
い
て

質
問　

再
任
用
職
員
の
手
当
て

に
、
寒
冷
地
手
当
が
な
い
の
は
何

故
か
。
ま
た
、
県
内
で
も
低
額
な

管
理
職
手
当
の
見
直
し
を
す
る
考

え
は
な
い
か
。

答
弁　

地
方
公
務
員
の
給
与
は
、

国
家
公
務
員
に
準
じ
て
定
め
て
お

り
、
再
任
用
職
員
の
寒
冷
地
手
当

は
支
給
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。

答
弁
（
副
市
長
）　

仙
北
市
の
管

理
職
手
当
が
低
く
て
び
っ
く
り
し

た
が
、
財
政
を
立
て
直
し
て
管
理

職
手
当
が
向
上
す
る
方
法
を
検
討

し
た
い
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く

待
っ
て
欲
し
い
。

市職員の待遇改善による
魅力ある職場の創出を！

■角館高校定時制校舎右側にある「スペース・イオ
　かくのだて」
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市長 伝建群と一体の立地と歴史的背景を持っており、
他の財産管理地と管理手法が異なる

  澤 田 雅 亮 議員

角館武家屋敷の火除け地を
有効に活用できないか

す
る
た
め
の
、
要
綱
・
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
等
は
特
に
な
い
。

情
報
の
伝
達
と
仙
北
市

広
報
に
つ
い
て

質
問　

市
民
や
企
業
が
市
の
施
設

を
利
用
す
る
際
の
使
用
料
を
確
認

で
き
る
一
覧
表
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
施
設

使
用
料
に
ば
ら
つ
き
は
な
い
か
。

市
民
や
企
業
側
か
ら
し
て
、
知
り

た
い
情
報
が
手
に
入
り
に
く
い
の

で
、
見
や
す
い
、
探
し
や
す
い
内

容
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
変
え
る
考

え
は
あ
る
か
。

武
家
屋
敷
の
火
除
け
地

の
有
効
活
用
に
つ
い
て

質
問　

冬
期
間
雪
捨
て
場
と
し
て

使
わ
れ
て
お
り
、
市
民
の
暮
ら
し

に
有
用
と
思
う
が
、
雪
解
け
以
降

使
用
し
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い

気
が
す
る
。
伝
建
群
の
隣
接
地
と

捉
え
れ
ば
、
起
業
で
頑
張
り
た
い

人
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
人
が
活

用
で
き
る
場
所
で
は
な
い
か
。
市

が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
・
要
綱
を
作
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

現
在
、
火
除
け
地
復
元
検

討
委
員
会
で
議
論
し
て
い
る
。
火

除
け
地
は
、
伝
建
群

と
一
体
の
立
地
と
歴

史
的
背
景
を
持
っ
て

い
る
。
武
家
屋
敷
の

入
り
口
、
観
光
の
中

心
地
と
し
て
観
光
商

業
活
動
で
関
係
波
及

す
る
部
署
が
多
い
。

通
常
の
財
産
管
理
地

と
は
明
確
に
、
管
理

手
法
が
異
な
る
。
一

時
使
用
の
方
針
、
考

え
方
を
検
討
委
員
会

で
関
係
部
署
と
協
議

し
、
春
ま
で
取
り
ま

と
め
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
火
除
け
地
を

含
む
市
の
遊
休
地

を
、
積
極
的
に
利
用

い
か
。

答
弁　

そ
れ
ぞ
れ
に
捉
え
方
が

あ
る
と
思
う
。
高
齢
者
一
人
世
帯

の
方
に
は
し
っ
か
り
と
配
達
を

し
て
情
報
を
提
供
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
ス
マ
ホ
を
活
用
で
き

る
世
代
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
活
用
し
た
広
報
発
行
が
で
き

る
と
思
う
。
少
し
ず
つ
在
り
方
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

武
家
屋
敷
・
田
沢
湖
の

観
光
地
開
発
に
つ
い
て

質
問　

武
家
屋
敷
は
、
子
供
向
け

の
遊
び
場
が
な
い
の
で
フ
ァ
ミ

リ
ー
向
け
で
は
な
く
、
田
沢
湖
は

湖
畔
の
周
り
の
木
々
の
間
に
は
、

雑
草
が
生
い
茂
り
景
観
が
悪
い
。

今
後
、
ど
の
よ
う
な
方
向
で
進
む

の
か
。

答
弁　

角
館
地
域
は
歴
史
や
文

化
、
田
沢
湖
は
湖
畔
・
湖
面
で
の

自
然
活
動
な
ど
エ
リ
ア
の
特
性

を
生
か
し
互
い
に
補
完
し
あ
い
、

観
光
客
の
市
内
流
動
を
推
し
進

め
て
い
き
た
い
。
田
沢
湖
は
、
日

本
一
の
深
さ
を
持
つ
美
し
い
湖

で
あ
り
、
ク
ニ
マ
ス
が
い
た
唯
一

無
二
の
強
み
を
生
か
し
て
、
環
境

教
育
・
自
然
活
動
の
聖
地
と
し
て

名
を
馳
せ
る
よ
う
な
観
光
地
に

な
る
よ
う
に
し
た
い
。　

（
平
岡 

裕
子 

記
）

答
弁　

現
在
、
公
共
施
設
利
用
料

金
を
一
覧
表
で
整
理
し
た
も
の
は

な
い
。
各
施
設
の
利
用
料
金
は
統

一
さ
れ
て
い
な
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
使
い
勝
手
の
悪
さ
を
自
覚
し

て
い
る
の
で
改
善
を
し
て
い
き
た

い
。

質
問　

現
在
、
広
報
は
月
２
回
の

発
行
で
、
年
間
予
算
は
、
約
１
，

２
０
０
万
円
に
な
っ
て
い
る
。
こ

の
ま
ま
続
け
て
い
く
の
か
。
白
黒

に
す
る
な
ど
ス
リ
ム
化
で
き
な
い

か
。
白
黒
に
し
た
場
合
、
料
金
の

比
較
は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

答
弁　

月
２
回
カ
ラ
ー
印
刷
で
の

発
行
は
、
一
般
市
民
か
ら
、
市
の

財
政
状
況
を
考
え
る
と
分
不
相
応

と
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
広

報
一
冊
の
発
行
費
は
約
47
円
で

あ
り
、
こ
の
ま
ま
い
く
と
光
熱

水
費
や
燃
料
費
の
高
騰
等
で
１
，

７
０
０
万
円
ぐ
ら
い
に
な
る
。
令

和
５
年
度
は
、
月
１
回
の
発
行
を

検
討
し
て
い
る
。
白
黒
に
し
た
場

合
、
３
割
削
減
（
５
０
０
万
円
）

で
き
て
、
現
行
の
１
，
２
０
０
万

円
ぐ
ら
い
で
発
行
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

質
問　

広
報
が
、
市
民
の
手
に
渡

る
方
法
を
、
将
来
的
に
は
公
民

館
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
一
角
に
置

き
、
市
民
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
に
す
る
と
、
配
達
に
か
か

る
経
費
が
削
減
で
き
る
の
で
は
な

■今は雪捨て場として　暮らし応援の火除け地
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持
続
可
能
な
仙
北
市
を

創
る
た
め
に

質
問　

産
業
振
興
基
本
条
例
が
制

定
さ
れ
、
そ
の
下
で
産
業
振
興
に

係
る
様
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ
て

い
る
が
、
最
近
の
社
会
情
勢
の
影

響
を
受
け
、
厳
し
い
現
実
を
突
き

つ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
実
情
で
あ

る
。
地
域
産
業
が
元
気
に
な
り
、

若
者
が
こ
の
地
で
根
付
い
て
し
っ

か
り
と
働
い
て
い
け
る
環
境
を
、

民
間
団
体
を
含
む
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
改
め
て
創
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

現
実
を
踏
ま
え
、
か
つ
未
来
を
見

据
え
、
こ
の
条
例
見
直
し
手
続
を

行
っ
た
上
で
条
例
改
正
に
向
け
考

え
る
と
き
が
、
今
、
来
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

答
弁　

地
元
企
業
を
振
興
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、
仙
北
市
の
未
来
は

な
い
と
い
う
強
い
思
い
で
、
産
業

振
興
基
本
条
例
を
実
態
の
伴
っ
た

し
っ
か
り
と
地
域
企
業
を
支
援
で

き
る
条
例
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

す
る
決
意
で
取
り
組
み
た
い
。

質
問　

進
学
等
で
地
元
を
離
れ
た

若
い
世
代
が
、
卒
業
後
、
帰
っ
て

き
た
い
と
い
う
動
き
が
出
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
働
く
場
所
に
つ

い
て
、
ど
こ
に
ど
の
よ
う
に
相
談

し
た
ら
良
い
の
か
と
い
う
声
を
聞

ら
出
生
数
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
結
果
と
な
っ
て
い
な
い
。

　

意
見
等
を
参
考
に
、
こ
れ
ま

で
の
市
内
子
育
て
世
帯
か
ら
の

出
生
数
増
加
策
だ
け
で
は
人
口

減
少
に
限
界
が
あ
り
、
Ａ
タ
ー
ン

す
る
地
元
出
身
者
や
移
住
者
を

増
や
す
こ
と
に
よ
る
出
生
数
増

加
に
力
を
入
れ
る
少
子
化
支
援

策
へ
転
換
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
少
子
化
が
仙
北
市
存
続
に
関

わ
る
重
大
危
機
と
認
識
し
、
子
育

て
世
帯
の
保
護
者
、
企
業
経
営
者

等
も
交
え
て
、
効
果
的
な
少
子
化

対
策
を
検
討
す
る
た
め
に
、
仙
北

市
幸
福
度
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
官
民
協

働
で
全
庁
体
制
で
の
少
子
化
対

策
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

住
民
の
足
の
確
保
に
つ

い
て

質
問　

田
沢
湖
病
院
と
角
館
総

合
病
院
を
結
ぶ
交
通
ア
ク
セ
ス

の
要
望
が
あ
る
。
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
弁　

角
館
総
合
病
院
か
ら
田

沢
湖
病
院
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
も

含
め
て
、
市
内
運
行
業
者
と
提
携

し
て
公
共
交
通
デ
マ
ン
ド
化
を

検
討
し
て
い
く
な
ど
、
引
き
続
き

市
民
の
使
い
勝
手
の
良
い
公
共

交
通
機
関
の
整
備
に
努
め
た
い
。

（
真
崎 

寿
浩 

記
）

が
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

こ
こ
数
年
、
出
生
数
が
低

い
数
値
で
推
移
し
て
い
る
。
社
会

を
取
り
巻
く
環
境
も
影
響
し
て
い

る
と
思
う
が
、
出
さ
れ
て
い
る
意

見
等
を
し
っ
か
り
と
施
策
に
反
映

さ
せ
、
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
支
援
策
の
検
証
、
分
析

を
十
分
に
行
っ
た
上
で
、
改
善
し

な
が
ら
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
の
子
育
て
支
援

策
は
、
経
済
的
支
援
を
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
き
た
が
、
残
念
な
が

く
。

地
元
企
業
、
あ
る

い
は
学
ん
で
き
た

こ
と
を
十
分
に
生

か
せ
る
企
業
の
紹

介
や
マ
ッ
チ
ン
グ

等
に
つ
い
て
対
応

し
、
そ
の
背
中
を

押
す
窓
口
を
設
置

し
、
若
者
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
体
制
を
構

築
す
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答
弁　

地
元
就
職

を
希
望
す
る
若
い

世
代
に
対
す
る
情

報
発
信
と
し
て
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
曲
及
び
角
館

の
求
人
情
報
を
毎
週
掲
載
し
て
い

る
。

　

市
内
企
業
に
対
し
て
助
言
や
支

援
を
行
い
な
が
ら
、
企
業
そ
れ
ぞ

れ
の
魅
力
を
積
み
込
ん
だ
Ｐ
Ｒ
動

画
を
は
じ
め
と
す
る
企
業
情
報
を

仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
発

信
す
る
こ
と
を
検
討
し
、
さ
ら
に

は
市
役
所
内
に
求
職
者
と
企
業
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
た
め
の
就
職

相
談
窓
口
の
設
置
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
い
ず
れ
も
関
係
団
体
、
企

業
と
情
報
交
換
及
び
協
議
を
重

ね
、
一
人
で
も
多
く
の
地
元
就
職

希
望
者
が
就
職
し
、
定
住
に
つ
な

市長 効果的な施策をしっかりと展開していく

田 口 寿 宜 議員

持続可能な仙北市を創るために、子育て及
び若者関連の施策をさらに推進すべきだ

■子どもたちは地域の宝物！
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教育長 財源確保を念頭に置き検討していきたい

答
弁　
（
教
育
長
）
仙
北
市
の
一

食
の
給
食
費
単
価
は
、
小
学
校
が

２
８
３
円
、
中
学
校
が
３
１
９
円

で
運
営
、
合
計
７
，
９
４
１
万
円

ほ
ど
が
給
食
費
収
入
と
な
り
、
賄

い
材
料
費
の
財
源
と
さ
れ
て
い

る
。
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

子
育
て
世
帯
の
保
護
者
負
担
を
軽

減
し
、
仙
北
市
学
校
給
食
応
援
事

業
と
し
て
、
令
和
２
年
度
か
ら
給

食
費
の
減
免
を
行
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
は
仙
北
市
と

井
川
町
だ
け
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
し
て
い
る
。
今

年
度
、
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
食

材
費
高
騰
分
の
賄
い
材
料
費
、
光

幸
福
度
日
本
一
の
仙
北

市
を
目
指
す
田
口
市
政

の
諸
問
題
に
つ
い
て

質
問　

角
館
武
家
屋
敷
整
備
促
進

と
今
後
の
課
題
と
し
て
、
旧
芦
名

家
兵
具
庫
保
存
、
修
景
並
び
に
佐

竹
家
旧
庭
園
に
つ
い
て
問
う
。

答
弁　

仙
北
市
指
定
有
形
文
化
財

旧
芦
名
家
兵
具
庫
は
、
平
成
元
年

４
月
14
日
に
指
定
、
所
有
者
及
び

管
理
者
は
宗
教
法
人
天
理
教
桂
城

分
教
会
と
な
り
、
経
年
劣
化
に
よ

る
修
理
に
つ
い
て
過
去
に
協
議
を

行
っ
た
。
緊
急
的
に
最
低
限
の
安

全
対
策
を
講
じ
、
平
成
25
年
に
は

建
造
物
調
査
、
文
献
調
査
を
実
施

し
、
古
材
が
見
当
た
ら
な
い
と
の

調
査
結
果
が
示
さ
れ
て
お
り
、
仙

北
市
文
化
財
保
護
審
議
会
で
慎
重

審
議
の
結
果
、
令
和
４
年
４
月
26

日
付
で
文
化
財
指
定
解
除
の
答
申

が
さ
れ
、
市
で
は
所
有
者
と
協
議

を
重
ね
て
い
る
。
ま
た
、
同
敷
地

内
に
あ
る
庭
園
に
つ
い
て
は
、
所

有
者
の
意
向
を
確
認
し
対
応
し
て

い
き
た
い
。

学
校
給
食
の
完
全
無
償

化
に
よ
る
子
育
て
支
援

を質
問　

学
校
給
食
の
完
全
無
償
化

に
向
け
た
取
り
組
み
と
保
護
者
負

担
軽
減
に
つ
い
て
問
う
。 

納
期
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
納
税
者
の
皆
様
と
の
公

平
性
を
保
つ
た
め
に
も
必
要
な

処
分
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

３
庁
舎
に
納
税
の
相
談

窓
口
を
設
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

答
弁　
（
税
務
課
長
）
３
庁
舎
に

税
務
課
の
職
員
が
待
機
し
て
納

税
相
談
の
場
所
を
設
け
、
相
談
を

受
け
る
の
が
望
ま
し
い
姿
だ
と

思
う
が
、
職
員
・
ス
ペ
ー
ス
も
限

ら
れ
て
お
り
、
電
話
連
絡
を
い
た

だ
け
れ
ば
お
伺
い
し
て
相
談
を

受
け
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い

る
。田

沢
湖
黒
沢
工
業
団
地

の
有
効
活
用
に
よ
る
企

業
誘
致
を

質
問　

田
沢
湖
黒
沢
工
業
団
地

へ
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
今
後

の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

ツ
ア
ー
を
10
月
、
12
月
に
実
施

し
６
社
の
首
都
圏
Ｉ
Ｔ
企
業
が

市
内
を
回
っ
て
い
た
だ
き
、
進

出
を
検
討
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
様
々
な
地
域
に
繋
が
っ
て
い

く
Ｉ
Ｔ
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
と
し
て
の
仙
北
市
の
選

択
を
増
や
す
努
力
を
し
て
い
く
。

（
西
宮 

三
春 

記
）

熱
水
費
を
補
正
予
算
で
対
応
し
、

こ
れ
ら
高
騰
分
を
保
護
者
に
さ
ら

な
る
負
担
を
求
め
ず
、
給
食
の
提

供
を
心
が
け
て
い
る
。
現
状
で

は
、
無
償
化
の
前
に
、
高
騰
分
を

市
の
予
算
で
ど
の
よ
う
に
乗
り
越

え
る
か
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

　

今
後
も
国
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
財
源
の
確
保
を
念
頭
に
置

き
、
市
当
局
と
連
携
し
な
が
ら
給

食
費
無
償
化
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

仙
北
市
税
金
収
納
業
務

に
係
る
諸
問
題
に
つ
い

て質
問　

コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高
騰
な

ど
に
よ
り
納
税
で
き
な
い
市
民
も

い
る
。
税
務
課
は
督
促
や
滞
納
者

へ
の
強
制
執
行
の
権
限
が
あ
る

が
、
分
割
納
付
を
認
め
て
お
き
な

が
ら
予
告
通
知
な
し
に
差
し
押
さ

え
を
し
た
理
由
は
。

答
弁　

差
し
押
さ
え
に
至
る
ま
で

に
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
い

場
合
、
督
促
状
送
付
後
、
連
絡
を

い
た
だ
い
た
場
合
に
は
、
納
税
相

談
等
、
事
情
を
伺
う
機
会
を
設
け

て
い
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
納
付

や
連
絡
が
な
い
場
合
に
は
、
財
産

調
査
を
行
い
、
差
し
押
さ
え
可
能

な
財
産
を
発
見
し
た
場
合
に
は
差

し
押
さ
え
に
進
む
こ
と
に
な
る
。

髙 久 昭 二 議員

学校給食の完全無償化の考えはないのか

■栄養満点のおいしい給食を食べる子どもたち
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６
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
と
な
っ
て
い

る
。

質
問　

令
和
３
年
度
の
決
算
、
監

査
意
見
等
に
つ
い
て
見
解
を
伺

う
。

答
弁　

ふ
る
さ
と
納
税
の
代
替
財

源
と
税
収
確
保
が
課
題
と
の
認
識

は
、
監
査
委
員
か
ら
の
指
摘
に
対

し
て
全
く
同
意
見
で
あ
る
。

　

地
方
交
付
税
が
増
額
さ
れ
、
黒

字
決
算
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
今

後
は
減
額
が
見
込
ま
れ
、
そ
れ
に

見
合
っ
た
歳
出
に
す
る
必
要
が
あ

る
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

質
問　

２
０
４
０
年
問
題
に
つ
い

て
所
見
を
伺
う
。

答
弁　

単
純
に
言
え
ば
、
当
市
に

と
っ
て
は
２
０
２
０
年
問
題
で
あ

る
。
既
に
２
０
４
０
年
問
題
に

財
政
改
革
に
つ
い
て

質
問　

９
月
定
例
会
で
令
和
３
年

度
の
決
算
認
定
さ
れ
た
が
、
そ
の

中
の
経
常
収
支
比
率
、
財
政
力
指

数
の
最
終
数
値
と
県
自
治
体
の
平

均
値
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

令
和
３
年
度
の
経
常
収
支

比
率
は
93
・
２
％
で
あ
り
、
県

内
13
市
中
２
番
目
に
高
い
。
財

政
力
指
数
は
０
・
２
５
９
％
で
あ

り
、
県
内
13
市
中
１
番
低
い
状
況

で
あ
る
。
経
常
収
支
比
率
の
理
想

は
70
％
か
ら
80
％
と
言
わ
れ
て
い

る
。
秋
田
県
市
町
村
平
均
は
、
経

常
収
支
比
率
が
87
・
７
％
、
財
政

力
指
数
が
０
・
２
９
６
％
で
あ
る
。

令
和
２
年
度
の
当
市
経
常
収
支
比

率
は
95
・
８
％
だ
っ
た
の
で
、
２
・

価
、
部
局
の
経
営
方
針
シ
ー
ト
の

提
出
等
を
実
施
し
て
お
り
、
検
証

し
た
上
で
予
算
編
成
し
て
い
く
。

　

現
状
の
不
足
額
は
26
億
円
位

で
あ
る
が
、
除
雪
費
を
見
込
ん
で

い
る
。
昨
年
は
同
じ
状
況
で
、
不

足
額
が
35
億
円
で
あ
り
、
そ
の
中

に
は
、
除
雪
費
が
含
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
。
去
年
か
ら
比
べ
れ
ば

15
億
円
位
は
削
っ
て
い
る
。
そ
れ

で
も
、
ま
だ
足
り
な
い
状
況
で
あ

る
。
今
ま
で
の
事
業
の
取
り
組
み

に
、
私
が
そ
れ
を
全
て
カ
ッ
ト
し

て
歳
出
に
合
わ
せ
る
と
い
う
、
大

鉈
を
振
る
う
必
要
が
あ
る
が
、
で

き
て
い
な
い
。
市
長
が
こ
れ
も
駄

目
、
そ
れ
も
駄
目
で
は
、
市
役
所

内
が
機
能
し
な
い
と
い
う
懸
念

も
あ
り
、
し
っ
か
り
考
え
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

質
問　

予
期
で
き
な
い
事
態
に

各
部
局
を
超
え
た
横
断
的
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
必
要
と
な
る
。
所
管

課
は
ど
こ
に
な
る
か
伺
う
。

答
弁　

市
長
直
轄
部
署
は
総
務

課
、
様
々
な
要
望
へ
の
対
応
や
実

現
に
向
け
て
動
い
て
い
る
の
は

企
画
政
策
課
で
あ
る
。
現
状
の
市

役
所
組
織
の
ス
リ
ム
化
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
市
民
の
皆
さ
ん

に
分
か
り
や
す
い
組
織
の
再
編

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
小
田
島 

広
仁 

記
）

直
面
し
て
い
る
状
況
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
問
題
に
対
し
、
自
宅
等

で
手
厚
い
医
療
を
享
受
で
き
る
医

療
マ
ー
ス
や
、
健
康
寿
命
の
延
伸

を
目
的
と
し
た
フ
レ
イ
ル
健
診
等

の
仕
組
み
を
令
和
５
年
度
に
着
手

す
る
べ
き
準
備
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

国
は
地
方
自
治
体
の
財
政

上
の
課
題
と
の
こ
と
で
、「
デ
ジ

タ
ル
の
活
用
に
よ
る
自
治
体
行
政

の
ス
マ
ー
ト
化
を
改
善
し
て
い

く
」
と
う
た
っ
て
い
る
が
所
見
を

伺
う
。

答
弁　

自
治
体
行
政
の
ス
マ
ー
ト

化
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に

基
づ
き
進
め
て
い
る
。
業
務
改
善

に
つ
な
が
る
決
裁
管
理
シ
ス
テ
ム

や
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、
リ
モ
ー
ト

窓
口
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
情
報

発
信
等
の
導
入
に
よ
り
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
自
治

体
行
政
の
ス
マ
ー
ト
化
に
つ
な
が

る
。
12
月
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
個
人

向
け
生
活
関
連
情
報
の
配
信
を

始
め
、
現
在
の
登
録
者
数
は
６
，

５
０
０
人
。
今
後
も
周
知
に
努
め

る
。来

年
度
の
予
算
編
成
に

つ
い
て

質
問　

来
年
度
予
算
に
市
長
が
掲

げ
た
財
政
改
革
が
ど
の
よ
う
に
反

映
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

答
弁　

事
務
事
業
評
価
、
施
策
評

市長 これまでの事業・施策を評価し、
費用対効果を検証したうえで予算化する

蒼生会 門 脇 晃 幸 議員

市長が掲げた財政改革を
どのように予算へ反映されるのか

■黒字決算とはいうが歳入に見合った歳出に！
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慮
し
た
改
定
時
期
、
値
上
げ
幅
、

段
階
的
な
値
上
げ
に
す
る
な
ど
、

じ
っ
く
り
検
討
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

答
弁　

タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
は
非
常

に
厳
し
い
時
期
だ
が
避
け
ら
れ
な

い
状
況
で
あ
る
。
下
水
道
料
金
は

答
申
の
令
和
５
年
９
月
１
日
か
ら

３
割
増
を
目
途
に
検
討
を
進
め
、

水
道
料
金
は
値
上
げ
時
期
を
ず
ら

す
と
と
も
に
、
２
カ
年
程
度
の
段

階
的
値
上
げ
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。市

民
に
分
か
り
や
す
い

財
政
状
況
の
説
明
に
つ

い
て

質
問　

広
報
誌
の
決
算
状
況
を
見

た
市
民
か
ら
、「
毎
年
黒
字
決
算

な
の
に
何
で
じ
ぇ
ん
こ
ね
え

4

4

4

4

4

4

と

か
、
財
政
厳
し
い
っ
て
ど
う
い
う

こ
と
？
」
と
よ
く
聞
か
れ
る
が
、

も
っ
と
市
の
財
政
状
況
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
責
任
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答
弁　

自
治
体
の
黒
字
は
、
民
間

企
業
の
黒
字
と
は
違
い
、
基
金
の

取
り
崩
し
や
借
金
も
収
入
に
取
り

組
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
現

在
の
仙
北
市
の
財
政
状
況
は
、
基

金
を
取
り
崩
さ
な
い
と
予
算
も
組

め
な
い
し
支
払
い
も
で
き
な
い
状

況
に
あ
り
、
基
金
か
ら
の
繰
入
金

の
合
計
額
が
財
源
不
足
額
と
言
え

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

質
問　

現
状
の
事
務
事
業
の
見
直

し
を
行
っ
た
よ
う
だ
が
、
特
に
重

要
視
し
た
点
は
何
か
。

答
弁　

費
用
対
効
果
も
あ
る
が
、

何
よ
り
も
そ
の
事
業
が
市
民
の
幸

福
度
向
上
に
繋
が
る
事
業
で
あ
る

か
と
い
う
視
点
を
重
視
し
た
。

質
問　

事
業
の
見
直
し
で
、
条
件

付
き
継
続
と
段
階
的
廃
止
と
仕
分

け
し
た
事
業
は
ど
の
よ
う
な
イ

メ
ー
ジ
な
の
か
伺
う
。

答
弁　

条
件
付
き
継
続
は
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
て
市
民
の
幸
福
度
に
繋

が
る
事
業
で
あ
れ
ば
補
助
す
る
な

ど
、
条
件
を
付
し
て
継
続
す
る
事

業
で
あ
る
。
段
階
的
廃
止
は
、
仙

北
市
と
し
て
は
廃
止
し
た
い
が
、

関
係
団
体
等
の
協
議
が
必
要
で
あ

る
な
ど
の
事
業
で
あ
る
。

上
下
水
道
料
金
改
定
に

つ
い
て

質
問　

諮
問
機
関
の
答
申
の
と
お

り
上
下
水
道
共
に
３
割
値
上
げ
し

た
場
合
、
ど
れ
く
ら
い
の
増
収
を

見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は

１
億
１
９
４
万
５
千
円
。
下
水
道

は
５
，
９
４
６
万
３
千
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

質
問　

値
上
げ
は
や
む
を
得
な
い

と
思
う
が
、
す
べ
て
の
生
活
費
が

値
上
げ
さ
れ
て
い
る
現
状
を
考

を
希
望
し
て
か
ら
、
準
備
期
間
に

３
年
は
必
要
だ
と
説
明
し
た
根

拠
を
伺
う
。

答
弁
（
教
育
長
）　

令
和
２
年
度

の
中
川
小
の
統
合
例
に
よ
れ
ば
、

統
合
の
方
向
で
意
見
集
約
さ
れ

て
か
ら
統
合
ま
で
１
年
半
だ
っ

た
。
し
か
し
、
当
時
の
関
係
者

は
、
児
童
の
交
流
事
業
や
通
学
方

法
の
検
討
、
廃
校
行
事
な
ど
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
か
な
り
厳
し

か
っ
た
と
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く

と
も
２
年
、
で
き
れ
ば
３
年
か
け

て
し
っ
か
り
準
備
を
進
め
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
荒
木
田 

俊
一  

記
）

る
。
仙
北
市
は
、
自
由
に
使
え
る

お
金
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
政
策
的

経
費
や
新
た
な
事
業
が
で
き
な
い

こ
と
が
、「
お
金
が
な
い
」
や
「
財

政
が
厳
し
い
」
と
い
う
表
現
に
な

る
。将

来
に
持
続
可
能
な
学

校
適
正
配
置
に
つ
い
て

質
問　

一
昨
年
の
６
月
に
「
統
合

の
検
討
に
入
る
べ
き
状
況
」
に

な
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
白
岩
小
で

は
、
保
護
者
間
で
角
館
小
と
の
統

合
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が
交
換

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
角
館
小
へ

の
就
学
指
定
校
変
更
が
増
加
す
る

状
況
で
は
、
教
育
委
員
会
が
主
導

し
て
統
合
に
向
け
た
草
案
を
提
示

し
、
保
護
者
か
ら
の
意
見

を
聞
く
形
で
進
め
た
方
が

良
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁
（
教
育
長
）　

教
育
委

員
会
で
は
、
地
域
住
民
の

主
体
的
な
議
論
こ
そ
が
よ

り
よ
い
学
校
教
育
に
繋
が

る
道
と
考
え
て
い
る
。
意

見
集
約
に
向
け
た
情
報
提

供
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
は
積

極
的
に
行
っ
て
い
く
。
統

合
を
望
む
意
見
集
約
と

な
っ
た
場
合
は
、
全
体
計

画
を
待
た
ず
に
協
議
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

地
域
全
体
が
統
合

市長 下水道料金は令和５年９月１日から３割増にしたい

蒼生会 高 橋 輝 彦 議員

上下水道料金の値上げは時期、
上げ幅などを十分考慮すべき！

■統合がはっきりせず就学指定校変更が増加してい
る白岩小学校
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を
希
望
し
て
か
ら
、
準
備
期
間
に

３
年
は
必
要
だ
と
説
明
し
た
根

拠
を
伺
う
。

答
弁
（
教
育
長
）　

令
和
２
年
度

の
中
川
小
の
統
合
例
に
よ
れ
ば
、

統
合
の
方
向
で
意
見
集
約
さ
れ

て
か
ら
統
合
ま
で
１
年
半
だ
っ

た
。
し
か
し
、
当
時
の
関
係
者

は
、
児
童
の
交
流
事
業
や
通
学
方

法
の
検
討
、
廃
校
行
事
な
ど
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
か
な
り
厳
し

か
っ
た
と
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く

と
も
２
年
、
で
き
れ
ば
３
年
か
け

て
し
っ
か
り
準
備
を
進
め
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
荒
木
田 

俊
一  

記
）

■令和４年度 総務部・教育委員会関係の一般会計補正予算　主な内容
補正予算 第９号

移住支援事業費補助金 220万円 国 1/2 県 1/4 仙北市 1/4( 地方創生推進交付金 )

防災行政無線維持管理費 49万円 Ｊアラートに対応した次世代型に更新

給食センター管理運営費 397万円 燃料調整単価上昇等に伴う光熱費の増額補正

給食材料費 462万円 食料品価格高騰による食材費の増額補正

補正予算 第 10 号

ふるさと納税ふるさと便事業費 2億5,491万円 ふるさと納税寄付金の増額見込みに伴う返礼品や送料等の関係経費

ふるさと仙北応援基金積立金 4億円 ふるさと納税寄付金の増額見込みに伴う積立金の増額

◆
債
務
負
担
行
為
補
正
に
つ
い
て

質
問　

田
沢
湖
庁
舎
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
賃
貸
借
に
つ
い
て

の
内
容
は
。（
限
度
額 

４
２
１
万
円
）

答
弁　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
を
検
討
し
て
い
る
。

契
約
後
、
作
業
が
終
了
し
た
翌
月
か
ら
リ
ー
ス
開
始

と
な
り
、
5
年
間
リ
ー
ス
会
社
の
資
産
を
借
り
る
。

そ
の
契
約
が
終
了
し
た
段
階
で
市
の
所
有
と
な
る
。

◆
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー

関
連
に
つ
い
て

質
問　

管
理
運
営
費
の
増
額

補
正
は
い
つ
ご
ろ
ま
で
の

分
を
見
込
ん
で
の
金
額
な
の

か
。

答
弁　

今
年
度
末
ま
で
の
分

を
12
月
時
点
で
の
燃
料
調
整

単
価
で
試
算
し
て
の
金
額
で

あ
る
。

最
近
の
月
々
の
報
告
で
は
、

燃
料
調
整
単
価
が
上
昇
中
な

の
で
、
更
な
る
増
額
補
正
が

必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

１
日
あ
た
り
の
光
熱

費
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
か
。

答
弁　

お
よ
そ
18
万
7
千
円

と
な
る
。
衛
生
管
理
の
面
か

ら
も
節
約
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
大
変
苦
慮
し

て
い
る
。

◆
ふ
る
さ
と
仙
北
応
援
基
金
に
つ
い
て

質
問　

今
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
が
好
調
な
要
因
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
。
ま
た
、
実
際
に
使
用
で
き
る
割

合
は
。

答
弁　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
増
や
し
た
こ
と
や
返
礼

品
を
増
や
し
た
こ
と
に
よ
り
、
増
加
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
経
費
を
差
し
引
く
と
約
４
割

が
実
際
に
使
用
で
き
る
額
と
な
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

総務文教常任委員会

　11 月定例会の総務文教常任委員会では、定年年齢引上げに伴う条例改正などについて審査されました。
補正予算では、物価高騰対策などについて議論されました。

総合給食センターの物価高騰対策により給食費は据え置き

■リースによる LED 化により経費削減が見込まれる田沢湖庁舎

■ 光熱費及び食材の高騰を増額補正で対応する総合給食センター
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■ コロナ禍が終息し入所率の向上が待たれるにしき園

市民福祉常任委員会

■令和４年度 市民福祉部関係の一般会計補正予算　主な内容
介護保険施設、障害者支援施設、保
育施設への光熱費助成事業費 1,377万円 原油価格高騰対策として県と市が 1/2 ずつ負担し、光熱費を助成する費用

保育所等給食費価格高騰対策事業費 87万円 食料品価格高騰対策で私立保育所への給食費の助成

放課後児童対策事業費 327万円 マロンクラブの水道蛇口に取り付ける自動水栓購入費とマロンクラブの除雪
委託料及びシルバー人材センターへの派遣委託料の増額費用

歯科診療所管理運営費 664万円 田沢湖歯科診療所の口腔外サクションの更新及び歯科ユニット給水装置の修繕

介護保険特別会計繰出金 2,675万円 にしき園の利用者減少によるサービス収入減収等による補てん費用

マ
ロ
ン
ク
ラ
ブ
の
水
道
蛇

口
に
取
り
付
け
る
自
動
水

栓
に
つ
い
て

質
問　

停
電
時
に
も
利
用
可
能

か
。

答
弁　

市
で
購
入
し
取
り
付
け

る
モ
デ
ル
は
電
池
式
で
あ
る
た

め
停
電
時
に
も
問
題
な
く
利
用

可
能
で
あ
る
。

　11 月定例会の市民福祉常任委員会では令和 4 年度一般会計補正予算、にしき園の特別会計補正予算、角館
総合病院の病床削減案や東風の湯の指定管理者の指定案などが審査されました。

特別会計介護施設にしき園 今年度も一般会計から繰入れ(2,675万円)

一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

令和4年度仙北市介護保険特別会計
補正予算の質疑

一般会計から 2,675 万円繰入れすることについて
質問　にしき園の入所予定者がコロナ禍により入
所できなかったり、人件費増や光熱費増が繰入金
の増額要因とのことだが今後の改善策は。
答弁　現在 8 名の入所準備を進めており、待機し
ている方々も 80 数名いるので、入所率を向上させ
る努力をしていく。
質問　以前、にしき園の民営化を検討したが、今
後の民営化は考えていないのか。
答弁　今のところ、民営化は考えていない。まず
は直営を維持していく。

質問　東風の湯は、職員不足により一人にかかる負
担が大きく多忙を極めている実態がある。市として
もしっかり把握し、指導・助言していくべきと思う
がいかがか。
答弁　人材不足は指摘のとおりで大きな課題と認識
している。所管課と指定管理者側が互いに問題点を
抽出し、業務改善を進めて働いている方々に重い負
担がかからないような取り組みが必要と考えている。

質問　東風の湯に限らず、公の施設の指定管理につ
いては、維持管理していくだけではなく、創意工夫し、
どのようにして発展させるのか、という観点を持ち
運営するべきではないか。
答弁　今後も地域の方々に継続してご利用いただく
ためにはどうしたらよいかなどの協議を行うなど、
市側と指定管理者側が情報共有して取り組んでいき
たい。

角館総合病院の病床数を改正することについての質疑
精神病床を８床削減し 198 床に縮小することについて
質問　８床削減してどのようなメリットがあるのか。
答弁　病床規模が 200 床未満になることで、診療報
酬の算定において、減算の基準が緩和され加算条件
が有利になるメリットや、薬品の購入制度が緩和さ
れることなどにより増収が期待できる。
質問　病室は削減しないで定員を減少させることで
病床数を減らすが、例えば、２人部屋だった病室が
１人部屋になっても差額ベット料は発生しないのか。
答弁　トイレと風呂がある１人部屋だけが個室料金
であり、それ以外の病室については、仮に４人部屋
を１人部屋にしても個室料金は発生しない。

仙北市民浴場 東風の湯の指定管理者の指定についての質疑
㈱おもてなし仙北への指定管理者の指定について
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産業建設常任委員会

上
下
水
道
料
金
改
定
に
つ
い
て

質
問　

下
水
道
の
料
金
改
定
に
つ
い
て
、
諮
問

機
関
で
あ
る
下
水
道
使
用
料
等
検
討
委
員
会
か

ら
答
申
を
受
け
た
と
の
こ
と
だ
が
、

　

料
金
改
定
は
、
令
和
5
年
9
月
1
日
で
確
定

な
の
か
、
ま
た
そ
の
日
付
と
な
っ
た
理
由
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁　

答
申
で
は
、
下
水
道
事
業
の
現
状
か
ら

一
刻
も
早
い
値
上
げ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
令
和
5
年
9
月
1
日
が
望
ま
し
い
と
い
う

結
果
に
な
っ
た
。
委
員
会
か
ら
は
、
市
民
に
対

し
て
、
わ
か
り
や
す
い
資
料
を
作
成
し
、
説
明

を
行
い
周
知
と
理
解
を
得
る
こ
と
が
必
要
だ
と

の
意
見
が
あ
っ
た
。

【
意
見
】　

食
料
品
等
、
物
価
が
高
騰
し
て
お

り
、
さ
ら
に
電
気
、
ガ
ス
料
金
等
の
大
幅
な
値

上
げ
が
検
討
さ
れ
て

お
り
、
市
民
生
活
を

圧
迫
し
て
い
る
。
現

状
を
し
っ
か
り
認
識

し
て
、
市
民
か
ら
理

解
を
得
ら
れ
る
よ
う

に
、
慎
重
に
検
討
し

て
欲
し
い
旨
の
意
見

が
あ
っ
た
。
ま
た
、

水
道
料
金
に
つ
い
て

も
来
年
度
以
降
、
再

度
検
討
す
る
と
い
う

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

■令和４年度 観光文化スポーツ部・農林商工部・建設部関係の一般会計補正予算 主な内容
地域おこし協力隊事業費 △178万円 4月から募集も 9月まで応募なく減額、10月より採用

農業委員会総務費 31万円 農業委員、農地利用最適化推進委員の費用弁償、令和 3年度決算後の 11
月に未払い判明による補正

農地集積加速化基盤整備事業費 111万円 生保内南地区の整備計画変更による補正

農業水利管理体制強化支援事業費 △43万円 八津、鎌足地区の面積要件による減額

ため池等整備事業費負担金 △300万円 国庫事業採択による

花葉館施設整備事業費 451万円 源泉ポンプのオーバーホール等

市有林造林保育費 △357万円 仙北市森林経営計画見直しにより搬出間伐を予定していたが延期により減額

森林総合研究所造林保育費 △171万円 国立研究開発法人森林研究・整備機構森林整備センターとの分収林契約地
の保育間伐、除伐を行う予定であったが入札不調により減額

　産業建設常任委員会では令和 4 年度一般会計補正予算などについて審査しました。地域おこし協力隊事業
費、農業委員会総務費、市有林造林保育費、森林総合研究所造林保育費、上下水道費等が案件です。

上下水道料金改定について水道運営審議会・下水道
使用料等検討委員会より答申書提出される！

答
申
に
つ
い
て
も
、
慎
重
に
検
討
し
て
欲
し
い

旨
の
委
員
か
ら
の
意
見
が
あ
っ
た
。

仙
北
市
か
た
ま
え
山
森
林
公
園
・
山
の

幸
資
料
館
・
森
林
学
習
資
料
館
の
指
定

管
理
に
つ
い
て

質
問　

山
の
幸
資
料
館
の
展
示
物
は
ど
の
よ
う

な
状
態
か
、
ま
た
、
入
館
者
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
弁　

展
示
物
と
入
館
状
況
に
つ
い
て
は
、
今

現
在
は
老
朽
化
し
て
き
て
雨
漏
り
も
発
生
す
る

よ
う
な
状
態
の
た
め
、
一
般
の
方
に
解
放
し
て

い
な
い
。
展
示
物
は
雨
漏
り
等
か
ら
の
影
響
の

な
い
よ
う
保
存
し
て
い
る
。

【
意
見
】
建
築
当
時
に
地
元
の
方
か
ら
寄
付
し

て
い
た
だ
い
た
物
が
展
示
さ
れ
て
い
る
施
設
の

た
め
大
切
に
扱
っ
て
ほ
し
い
。
雨
漏
り
が
発
生

し
て
い
る
状
態
で
指
定
管
理
者
へ
施
設
の
管
理

を
お
願
い
す
る
と
い
う
の
は
市
と
し
て
よ
ろ
し

く
な
い
の
で
は
な
い
か
。
破
損
等
が
起
こ
っ
て

責
任
問
題
が
起
こ
る
前
に
最
低
限
の
修
繕
等
は

行
っ
て
欲
し
い
と
の
委
員
か
ら
の
要
望
が
あ
っ

た
。■今後の上下水道料金改定を

検討している上下水道課の窓口

■予定した間伐などが実施されず
減額された森林整備事業
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人
事
案
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雲
沢
財
産
区
管
理
委
員

阿
部 

雄
咲
（
75
歳
）

仙
北
市
角
館
町
雲
然
下
町
屋
六
―
一

【
任
期
】
令
和
4
年
12
月
1
日
～
令
和
8
年
11
月
30
日

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
も
「
仙
北
市
議
会
だ

よ
り
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

11
月
定
例
会
は
来
年
度
の
当

初
予
算
に
除
雪
費
を
含
む
こ
と

や
、
市
長
答
弁
も
「
検
討
し
ま

す
。」
だ
け
で
は
な
く
、「
や
り

ま
す
。」
と
い
う
前
向
き
言
葉
が

あ
り
、
充
実
し
た
も
の
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
内
容
を
皆
さ

ん
に
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す

る
た
め
の
市
議
会
だ
よ
り
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、(

私
は)

ま
だ
ま
だ
不
慣
れ
で
、
悪
戦
苦

闘
中
で
す
。
特
に
「
一
般
質
問
」

に
つ
い
て
は
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー

ス
に
収
め
る
の
が
難
し
く
、
質

問
、
答
弁
を
皆
さ
ん
に
し
っ
か

り
と
お
伝
え
で
き
て
い
る
か
不

安
で
す
。

 

更
に
充
実
し
た
議
会
だ
よ
り
に

す
る
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
、
ご
感
想
、
ご
指
摘

等
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

 

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
小
田
島 

広
仁 

記
）

編
集
後
記

　私たち、きたうらバレーボールジュニアスポーツ少年団は、2007 年（平成 19 年）
に発足し、毎週火・金・日曜日神代市民体育館において活動しており、現在は市内小学
校２年生から６年生 13 名で活動しています。バレーボールという競技を通じて友情を
深めるとともに、協調性を養い、礼儀や規律を守り、１人１人が成長してくれることを
目的としています。
　去る 11 月 19 日、20 日由利本荘市ナイスアリーナで開催された、第 20 回全国スポー
ツ少年団バレーボール大会秋田県大会において、初優勝することができました。これも
ひとえに、家庭、学校、地域の皆さまのご協力のおかげだと思います。
　来る３月 24 日から 27 日にかけ、全国スポーツ少年団バレーボール交流大会が静岡
県掛川市・袋井市で開催されます。秋田県代表として皆さまの期待に沿えるよう、日頃
の練習の成果を発揮し団のスローガンである「完全燃焼」目指し、指導者、団員、保護
者一丸となって全国の舞台で頑張りたいと思います。応援よろしくお願いします。

〔大石美幸監督〕

き
た
う
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
jr
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

秋
田
県
大
会
初
優
勝

 

祝 

全
国
大
会
出
場
（
静
岡
県
）

第
55
回
県
高
校
郷
土
芸
能
・

日
本
音
楽
合
同
発
表
会

郷
土
芸
能
部
門

２
年
連
続
最
優
秀
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　　

見
事
２
年
連
続

で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
、
今
夏
、
鹿

児
島
県
で
開
催
さ

れ
る
第
47
回
全
国

高
等
学
校
総
合
文

化
祭
へ
出
場
を
決

め
た
角
館
高
校
飾

山
囃
子
部
の
皆

さ
ん
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
ま
し

た
。

２
年
連
続
で
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
出
場

を
決
め
た
感
想
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
日
の
練
習
を
妥
協
す
る
こ
と
な
く
、

全
員
で
頑
張
っ
て
き
た
成
果
を
発
揮
で
き

た
こ
と
に
大
き
な
達
成
感
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

曲
の
構
成
、
囃
子
の
迫
力
を
ど
う
伝
え

る
か
、
踊
り
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
等
も
、

こ
れ
ま
で
で
一
番
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
こ

だ
わ
り
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
て
き
た
の

で
、
評
価
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
に
非
常

に
嬉
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

地
元
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
出
演
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。

　

見
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
た
ち
に
角
館

の
お
祭
り
の
迫
力
が
十
分
に
伝
わ
る
よ
う

に
、
で
き
る
だ
け
お
客
様
と
の
距
離
を
近

く
し
て
演
舞
し
た
り
、
掛
け
声
の
大
き
さ

や
明
る
い
表
情
に
気
を
つ
け
た
り
な
ど
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
心
が
け
て
い

る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
何
よ
り
、

部
員
一
人
一
人
が
全
力
で
そ
の
場
を
楽
し

む
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
！

今
後
の
目
標
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

一
番
の
目
標
は
、
今
夏
に
行
わ
れ
る
全

国
と
い
う
大
舞
台
で
、
お
客
様
を
魅
了
す

る
こ
と
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
の
心

に
響
く
演
舞
を
し
、
実
際
に
お
祭
り
に
参

加
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
臨
場
感
を
感
じ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
！
角
館
の
伝
統
で

あ
る
飾
山
囃
子
を
、
２
年
連
続
で
秋
田
県

代
表
と
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
き
る
こ

と
に
誇
り
と
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、
こ

れ
か
ら
も
部
員
一
丸
と
な
っ
て
練
習
に
励

ん
で
い
き
ま
す
。
応
援
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（
西
宮 

三
春 
記
）

い
き
い
き
広
場

県
立
角
館
高
等
学
校

　
　

飾
山
囃
子
部

今夏、鹿児島県での全国大会出場が決まった角
館高校飾山囃子部の皆さん（１・２年生）

未来へアタック！




